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  It is well known that self-confidence is very important in our lives . A man who 

gains confidence in himself should be able to try again and  again, and to win in 

the  end, even if he had once  failed. On the other  hand, a man who loses  confidence 

in himself thoroughly will not be able to succeed in most cases , even if he were 
easily able to under ordinary  conditions. 

  According to image theory, self-confidence is an affective imagery which we 

continue to feel as long as we live and face difficult  situations . Like other affective 
imageries, the self-confidence image is formed through our whole experience . That  is, 
the  self-confidence image is formed by integrating the individual confidence image to 

aspecific event and  experience. There are two purposes in this  study;  1) to know the 

level of the  self-confidence image of the students of the Faculty of Human  Science , 
2) and to test the relational confidence  image's relationship to the  self-confidence 

 image. 

 The results of this study show that the level of  self-confidence of the students 

is low, and that self-confidence is intimately related to each individual's confidence 

in his/har  MOTHER. The relation to MOTHER shows high correlation to the  self-

confidence  image(R=.697), and shows significant correlation to many other individual 

events. On the contrary, the relation to FATHER shows no-correlation to the self-

confidence image on other individuals. These results suggest that in the form ation 

of the  self-confidence image the relation to MOTHER is very important but that to 

FATHER is not.

は じ め に

日常生活において重要性が認められている心

理的状態で尠 りながら,実 証的な心理学研究の

はとんどなされていないものは少なくない.
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本 研 究 に おけ る 「自信 」 も,そ の1つ であ る.

わ れわ れ の 日常経 験 に お いて,人 が 「自信 」

を も って 事 態 に 立 ち 向 か う場 合 と,反 対 に

「自信 」 を失 くして の場 合 とで は,そ の結 果

に 多大 の違 い の 出 る こ とが知 られ て い る.自

信 喪 失 の状 態 で は,普 段 な ら楽 に こ なす こ と

の で き る事 で も,失 敗 して しま うこ とが多 い.

この 状 態 の 場 合,ま ず で き る とい う気 が しな

い の で あ り,従 って事 態 に立 ち 向 か う意 欲 も

わ か な い.や って 見 て 失 敗 して も,む しろ 当

然 で,で きな い事 を 確 認 し,ま す ます 自信 を

失 な う,そ れ 以 上 再 度立 ち 向か う気 力 も意 欲

もわ か な くな る ので あ る.

こ れ に 対 し,自 分 自身(の 能 力 や 行 為)

に 「自信 」 を 強 く抱 い て い る人 で は,途 中 で

失 敗 を して も,そ の 「自信 」 に支 え られ て,

さ ま ざまな 工 夫 を も こ ら し,ね ぽ り強 くチ ャ

レ ンジ し,つ い には 成 功 を 得 る.こ うして,

ます ます 「自信 」 を強 め,さ ま ざまな 事 態 に

意 欲 的 に取 り組 む よ うに な る.創 造 的 な 仕

事 を 成 し遂 げ た 多 くの 人 は,自 己 に 対 し て

強 い 「自信 」 を 抱 い て い る.こ れ ら は,人

が 生 き て 行 くに あ た って,「 自 信 」 の も つ

重 要 性 を示 して い る.

とこ ろ で,「 自信 」 は,持 続 的 な 感 情 状態

であ り,自 己 につ い て の 「感 情 イ メ ー ジ と し

て の 自信 イ メー ジ」(す な わ ち,自 己 の 能 力

や 価値 の有 無 ・強弱 につ い ての感 情 イ メー ジ)

で あ るが,こ の 全 体 と して の 自 己 に 対 す る

「自信 イ メー ジ」 は,日 常生 活 の 中 で の具 体

的 諸 事 象(ex.大 学 の 成 績,体 力 な ど)に 関

す る経 験 な どを 通 して 形 成 され た 「自信 イ メ

ー ジ」 の総 合 と して 成 立 す る と考 え られ る.

ま た,こ の全 体 と して の 自己 に対 す る 「自信

イ メー ジ」 と具 体 的 諸 事 象 に対 す る 「自信 イ

メ ー ジ」 との 関 係 は,よ り強 く関係 す る事 象

あ ま り関 係 の な い事 象 な ど もあ るであ ろ う.

本 研 究 は,以 上 を前 提 と して,ま ず 第1V`,

全 体 と して の 「自信 」 に強 く関 係 す る事 象 が

何 か を 明 らか にす る こ と,そ の上 で,第2に,

具 体 的 な諸 事 象 が 「自信 」 を軸 と して,ど の

よ うな 関連 を持 っ て い るか(す な わ ち,「 自

信 」の構 造)を 明 らか にす る こ とを 目的 とす

る もの であ る.

研 究 方 法

全体としての自己に対する 「自信イメージ」

と,具 体的諸事象に対す る 「自信 イメージ」

との関係を明らかにするために,刺 激語(全

体および具体的諸事象を表わす語句)を,コ

ンピューター ・デ ィスプレイに表示 し,5段

階評定を被験者に求めた.本 研究は,本 質的

には質問紙調査法による調査研究であるが,

刺激語を1つ1つ 順番に提示 し,デ ィスプレ

イに表示されている以外の刺激語が被験者に

は見えないようにしたのが,大 きな特徴であ

る.被 験者は,画 面表示されている刺激語に

ついてのみ直観的に評定し,後 続する刺激語

はもちろんのこと,既 評定の刺激語について

も,そ れを見直すことができないので,通 常

の質問紙調査法に比して,か な り純粋に諸事

象の1つ1つ を独立して評定することになる.

具体的な実験的調査の流れは次の図1の 通 り

であった.
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図1,調 査 め 流 れ
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本 日は実験に ご協 力いただ き,有 難 うござい ます.

この実験は,ど うい うことに"自 信nを 持 っていて,

どうい うことには"自 信"が ない のかの調査です.

このデ ータは統計的に処理 され,研 究以外の 目的で

使用 された り,個 人のデータが公表 され ることは

あ りませ んので,思 っているままにお答 え下 さい.

〔ス ペ ー ス 。キ ー 〕

図2.教 示1

QX・ あなた 自身

①.か な り,自 信がある

2.ま あまあ,自 信があ る

国 ・.自 勵 ・,あ るともな・・とも言いに くい

4.あ ま り,自 信がない

5.ほ とんど,自 信がない

〔修 正 〕→正 しい番 号を押す 〔OK〕 → リターン・キー

図5

第1部

次の頁か ら,134項 目にわ た って,い ろいろな

事項(例 えぽ,「 マ ンガの知識 」)が 画面に出 ます.

これ らの事項について,あ なた 自身,ど の程度 自信

があ ると言え るかを

1.か な り自信 がある

2.ま あ まあ,自 信があ る

3。 自信があるとも,な い と も言 いに くい

4.あ まり,自 信がない

5.ほ とん ど,自 信がない

の5段 階の中で最 も近 いものを選 んで,番 号を

回答(キ ーイ ソ)し て下 さい.な お,3番 は

で きるだけ選 ばないで,ど うして も決め られない

時だけに して下 さい.よ ろ しくお願い します.

〔スペ ー ・キ ー 〕

図3.教 示2

QX.あ なた 自身

1.か な り,自 信がある

2.ま あまあ,自 信 があ る

3.自 信が,あ るともない とも言いに くい

4.あ ま り,自 信 がない

5.ほ とん ど,自 信 がない

Q1.手 先 の器用 さ

1.か な り,自 信 がある

②.ま あ まあ,自 信があ る

回 ・・自信 が,あ るともな・・とも言 ・・に くい

4.あ まり,自 信が ない

5.ほ とん ど,自 信がない

〔修 正 〕→正 しい番号を押す 〔OK〕 → リターン・キー

口

図6

QY・ あなた自身

1.か な り,自 信が ある

②.ま あ まあ,自 信が ある

回 ・諂 信が,あ るともないとも言いに くい
4,あ ま り,自 信が ない

5.ほ とん ど,自 信が ない

〔修正 〕→正 しい番号を押す 〔OK〕 → リターン・キー

図7

1.「 自信 イ メー ジ 」 の調 査 項 目(刺 激 語)

の 設 定

図4
1.1.全 体 と して の 自己

全体 と して の 自己 に対す る 「自信 イ メー ジ」

の 調査 項 目は,図4お よび 図6に 示 す よ うに,

「あ な た 自身 」 と した.こ の 「自信 イ メージ」

は,134の 具 体 的 諸 事 象 に対 す る評 定 を は さ

ん で,前 と後 の2回 実 施 した.そ の 評 定結 果
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を,以 下,そ れ ぞれ 「自己 自信 イ メー ジ1」

(前)お よび 「自己 自信 イ メ ー ジ2」(後)

と記 す こ とにす る.

1.2.具 体 的 諸 事 象

具体 的 諸 事 象 を あ らわす 調査 項 目は,表7

に 示す134項 目で あ っ た.項 目の設 定 にあ た

って は,経 験 的 に"全 体 と して の 自信"に 結

び つ く可 能 性 を もつ であ ろ う諸 事 象 を念 頭 に

置 きな が ら,文 教 大 学 人 間 科 学 部(お よび越

谷 キ ャ ンパ ス)学 生 に よ り適 合 す るで あ ろ う

事 象 を広 く調 査 す る こ と とした.

調 査 項 目134は,

1)身 体 ・外 見 に関 連12項 目

2)感 性(セ ンス)に 関連3項 目

3)健 康 ・体 力 に 関連13項 目

4)知 識 に 関 連13項 目

5)学 業 成 績 に 関 連6項 目

6)特 技 ・技 能 ・才 能 に 関 連11項 目

7)過 去 お よび 背 景 に 関 連8項 目

8)信 念 ・生 き方 に 関 連11項 目

9)現 実 の対 人 関 係 に 関 連10項 目

10)対 人 関 係 技 術 や 能 力 に 関 連 … …-13項 目

11)知 的 能 力 に関 連5項 目

12)知 的 特 性 に関 連5項 目

13)情 緒 的 特 性 に関 連8項 目

14)意 志 的特 性 に関 連16項 目

であ った.

2.評 定 方 法

各 項 目に対 す る評 定 は,教 示2(図3)に

示 す 通 り,5段 階評 定 で あ った.教 示2に よ

っ て 被験 者 に は,な る べ く,1.2.ま た は

4.5.を 選 ぶ よ うに教 示 され,「3.自 信 が,

あ る と もな い と も言 い に くい」 は で き るだ け

選 ぽ な い よ うに 指 示 され た.

被 験者 に よ る調査 項 目に対 す る評 定 はす べ

て キ ー ・ボ ー ド操 作(キ ー ・ボ ー ド入力)に

よ って 行 わ れ た.被 験 者 が,該 当項 目(ex.

「あ な た 自身 」)を 見 て(図4),評 定 番 号

(1～5)を キ ー ・イ ンす る と,画 面 に は そ

の結 果 が,図5の よ うに,口 には,キ ー ・イ

ソ した 番 号 が,そ して 同 時 に,該 当 番 号 が○

で 囲 まれ て表 示 され た.被 験 者 が 評 定 を修 正

した け れ ぽ,正 しい 番 号 を キ ー ・イ ンす る と,

直 後 に画 面 は 修 正 した 通 りの 結果 を 表 示 した.

そ の 評 定 が0.Kな らぽ 被 験 者 は リタ ー ソ ・

キ ー を 押 し,次 の 調 査 項 目画 面(図4の 状

態)が あ らわ れ る よ うに な って い た.本 調 査

では,リ タ ー ン ・キ ーを 押 す まで は,何 度 で

も繰 り返 して 評 定 を修 正 で き る よ うにな って

い た が,0.K.と 判断 して リタ ー ン ・キ ーを 押

す と,そ れ 以上 の修 正 は で き ない(以 前 の項

目 も見 る こ とが で き ない)も の で あ った.

調査 項 目の提 示 順 序 は,「 あ な た 自身 」 の

前 後2回 は 固定 され,そ の 間 に提 示 された134

項 目は,N88-BASICプ ロ グ ラ ムの ラ ン ダ ム

機 能 に よ って,表7の 順 を ラ ン ダ ム化 した も

の であ った.但 し,ど の被 験者 も同 じ提 示 順

序 であ った.な お,被 験 者 の評 定 結果 は,フ

ロ ッ ピー デ ィス クに そ の ま ま 記録 され た.

本 研 究 で 使 用 したBASICプ ロ グ ラ ムは す

べ て 筆 者 の作 成 に よ る もの であ る.

3.被 験 者(調 査 対 象 者)

文 教 大 学 越 谷 キ ャ ンパ ス 学 生,男 子50名,

女子80名,計130名.対 象 者 の年 令 別 ・学 部

別属 性 は,表1の 通 りであ った.

表1.被 験 者

年 令 学 部

合計18A-19 20 21 22A24 教育 人科 文学

男 4 7 7 32 12 35 3 50

女 6 16 24 34 13 39 28 80

計 10 23 31 66 25 74 31 130

4.実 施 時 期

1990年11月 ～12月.文 教 大学 越 谷 キ ャ ンパ

ス6号 館616実 験 室 に お い て,個 別 調査 と し

て 実 施 した.

結 果

1.全 体 と して の 自 己に 対 す る 「自信 イ メー

ジ」

1.1.1回 目と2回 目の結 果

表2は,全 体 と して の 自己 に対 す る 「自信

イ メー ジ」(以 下,「 自 己 自信 イ メ ー ジ」)の

1回 目(前)と2回 目(後)の 結 果 であ る.
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まず,1回 目の 「自己 自信 イ メー ジ」 を見

る と,全 体(男 女 計)で は,「 自信 が あ る」

(表2の1と2の 計)と す る者 は43.1%,「 自

信 が,あ る と もな い と も言 い に くい」 が7.7

%,「 自信 が ない 」(4と5の 計)が49.2%あ

り,わ ず か(6.1%)で は あ るが,「 自信 が あ

る」 者 よ り 「自信 が ない 」 者 の方 が 多 い.こ

れを 男女別 に見 ると,男 子 では 「自信 が あ る」

(60.0%)に 対 して 「自信 が ない 」(32.0%)

で,「 自信 が あ る」 者 の方 がか な り多 く(28.0

%),女 子 で は,「 自信 があ る」 は32.5%で,

「自信 が な い」(60.1%)と す る者 の方 が逆 に

か な り多 く(27.6%)と な っ て い る.こ の男

女 の違 い をx2検 定 した とこ ろ,x2=20.59で,

0.1%水 準 で 有 無 で あ った.

また,2回 目の 「自己 自信 イ メー ジ」 で は,

全体(男 女計)は,「 自信 が あ る」 は,50.0

%,「 自信 がな い」 は39.3%で,「 自信 があ る」

とす る者 の方 が 多 い(10.7%)と い う結 果 に

な った.こ れ を 男 女 別 に 見 る と,男 子 で は

「自信 が あ る」 は60.0%,「 自信 が な し」は30.0

%で 「自信 が あ る」 とす る者 が 「な い」 者 の

2倍 であ り,女 子 で は,「 自信 が あ る」(43.8

%)方 が 「な い」(45.0%)と す る者 よ り,わ

ず か(1.2%)で あ るが少 な い とい う結 果 で あ

った.こ の 男 女 の違 い をx2検 定 した とこ ろ,

x2=9.60で 有意 水 準 は5%で あ った.

「自己 自信 イ メー ジ」 の1回 目 と2回 目を

比較 す る と,全 体(男 女 計),男 子 お よ び 女

子 の いず れ に お いて も,1回 目に比 べ て2回

目の方 が 「自信 があ る」 とす る者 が 増 加 して

い る こ とが分 か る.全 体 で は,「 自信 が あ る」

は43.1%か ら50.0%へ と6.9%増 加 し,ま た 男

子 では1回 目 と2回 目で60.0%と 変 化 な いが,

「1.か な り自信 が あ る」 が18.0%か ら22.0

%へ と4.0%増 加 し,女 子 では,「 自信 があ る」

者 が32.5%か ら43.8%と11.3%増 加 して い る

の に加 え,そ の中 味 と して も,「1.か な り

自信 が あ る」 が0.0%か ら5.0%へ と増 加 して

い る こ とが 分 か る.こ の1回 目 と2回 目の違

い お よび 男 女 の違 い は,平 均 値 の 違 い に よ っ

て も示 され てい る.こ こ では,1回 目か ら2

回 目 にか け て,「 自信 が あ る」 とす る者 の増 加

が 主 に 女 子 の変 化 に お い て 大 き い こ とが 推 定

され る.

1.2.1回 目か ら2回 目へ の変 化

表3は,「 自 己 自信 イ メ ー ジ」 の1回 目 と

2回 目の 変 化 を,(2回 目一1回 目)と して

算 出 した も の で あ る.こ の 結 果 か ら,全 体

(男 女 計)で は 「自 己 自信 イ メ ー ジ 」 の

「よ り プ ラ ス へ の変 化 」(+1～+3の 計)

は25.4%,「 よ りマ イナ スへ の 変 化 」(-1～

-3の 計)は12
.3%,「 変 化 しな か った 」(0)

は62.8%で あ る こ とが 分 か る.こ れ を 男 女 別

に 見 る と,「 プ ラ スへ の変 化 」 は 女 子(28.8

%)が 男 子(20.0%)よ り大 き く,「 マ イ ナ

ス へ の 変化 」 には 男 女 の 違 い の な い こ とが 示

され て い た.こ の 男女 の変 化 の違 い をX2検

表2.「 自己自信イ メージ」 の1回 目と2回 目

自己 自信 イメージ1(1回 目) 自己 自信イ メージ2(2回 目)

全 体 男 女 全 体 男 女

1.か な り自信が ある(+2)

2.ま あ まあ 自信があ る(+1)

3・泉債奮旁書志芝くい(・)

4.あ ま り自信が ない(-1)

5.ほ とんど自信がない(-2)

s<s.s>

47(36.2)

io<7.7>

59(45.4)

5(3.8)

s<is.o>

21(42.0)

4(8.0)

14(28.0)

2(4.0)

o<o.o)

26(32.5)

6(7.5)

45(56.3)

3(3,8)

15(11.5)

50(38.5)

14(10.8)

43(33.1)

8(6.2)

11(22.0

19(38.0)

5(10.0)

13(26.0)

2(4.0)

4(5.0)

31(38.8)

9(11.3)

30(37.5)

6(7.5)

平 均 値

S.D.

一
.031

1.120

.420

1.197

一 .313**

.976

.162

1.187

.480

1.216

一 .038*

1.130

N(人) 130 50 80 130 50 80

x2 x2=20.59P=0.0001 x2=9.60P=0.048

㊧**男 女差0.1%水 準,*男 女差1%水 準
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表3.「 自己自信 イメー ジ」の変化

プ ラス へ 変 化 変化せず マイナスへ変化
計 x2

十3 十2 一F1 0
一1 一2 一3

皺
男

女 2

2

10

8

11

34

47

3

6

3

3 1

50

80

x2=5.250

P=0.512

全体 2 12 19 81 9 6 1 130

率

男

女

20.0%

zs.s%

68。0%

58.8%

12.0%

12.5%

ioo.o%

ioo.o%

x2=1.357

P=0.507

全体 25.4% 62.3% 12.3% ioo.o%

㊧ 自 己 自信 イ メー ジ の1回 目 と2回 目の 相 関=0.645(P=().000),関 与率=41.6%

定 した と ころ,+3～-3の7区 分 で はx2

=5 .250(P=0.512)で あ り,プ ラ ス,0,

マ イ ナ ス の3区 分 で は,x2=1.357(P=

0.507)で,い ず れ も,男 女 に 有 意 な 差 を

見 る も の で は な か った.ま た,(注)に 示

した よ うに,1回 目 と2回 目の 評定 値 の相 関

(積 率 相 関 係 数)を 求 め た と ころ,r=0.645

(関 与率41.6%)が 得 られ た.以 上 か ら,1

回 目か ら2回 目へ の変 化 が 全 体 傾 向 と しては,

「自信 が あ る」 とす る方 向へ の変 化(表2)

で は あ るが,プ ラスへ の変 化 とマ イナ スへ の

変 化 の 両方 が生 じて い る こ とが分 か る.

2.諸 事 象134に 対 す る 「自信 イ メー ジ 」

表4は,「 自信 イ メー ジ」 の評 定 の

「1.か な り,自 信 が あ る」 を+2,

「2.ま あ まあ,自 信 が あ る」 を+1,

「3.自 信 が,あ るともない とも言 い に くい」

を0,

「4.あ ま り,自 信 が な い」 を 一1,

「5.ほ とん ど,自 信 が な い」 を 一2,

と して,1～134項 目 に つ い て 平 均 値 を 算 出

した もの で あ る.

2.1.多 くの学 生 が 「自信 あ る」 事 象

表5は,多 くの学生 に とって 「自信 があ る」

とされ た 項 目の1位 ～20位 で あ る.男 女 と も

に 「自信 が あ る」 とす る事 象 は,

「44.高 校 の成 績(全 体1.26,男 子1.30,女

子1.24)」,「97.親 切 さ(1.14,1.00,1.23)」

「125.決 断 力(1.09,1.20,1.01)」 「85.先

輩 に 恵 まれ て い る(1.08,1.02,1.11)」 「19.

眠 りの 深 さ(1.03,0.92,1.10)」 「87.先 生

に 恵 ま れ て い る(1.00,0.98,1.01)」 「106.

好 奇 心(0.95,0.88,1.00)」 「93.協 調 性

(0.93,0.84,0.99)」 「39.様 々 な ス ポ ー ツ

の 知 識(0.92,0.84,1.00)」 「42.小 学 校 の

成 績(0.92,0.92,0.93)」 「8.ス タイ ル(0.86,

0.98,0.79)」 で あ る こ と が 分 か る.ま た,全

体(男 女 計)で20位 以 内 で あ っ た 「43.中 学

校 の 成 績(全 体0.82,男 子0.80,女 子0.83)」

「23.脚 力(歩 く こ と)(0.79,0.90,0.71)」

「101.理 解 力(0.79,0.82,0.78)」 「1.目

(0.78,0.78,0.78)」 は 男 女 と も に 「自信 が

あ る 」 と す る も の で あ った.

な お,以 上 の 他,男 子 学 生 が,特 に 「自 信

が あ る 」 とす る も の は,「52.今 の サ ー ク ル

活 動(全 体0.75,男1.02,女0.59)」 「56.運

動 神 経(0.70,1.02,0.50)」 「66。 自 分 の 過

去(0.62,1.00,0.39)」 「102.判 断 力(0.49,

1.00,0.18)」 「2.鼻(0.64,0.94,0.45)」

「94.人 の 気 持 の 理 解(0.58,0.88,0.39)」

「103.表 現 力(0.67,0.86,0.55)」 「72.自

分 の 将 来(0.62,0.84,0.49)」 で あ り,こ れ

に 対 し,女 子 学 生 が 特 に 「自 信 が あ る 」 と す

る も の は,「24。 健 康(全 体0.88,男0.48,女

1.13)」 「90.人 を 説 得 す る(0.89,0.66,

1.04)」 「29.専 門 の 知 識(0.65,0.22,0.91)」

「25。 体 力(0.76,0.58,0.88)」 「123.粘 り

強 さ(0.77,0.64,0.85)」 「48.ス キ ー(0.77,

0.64,0.85)」 な ど で あ っ た.

2.2.多 く の 学 生 が 「自信 が な い 」 事 象

表6は,多 くの 学 生 に と っ て 「自信 が な い」

と され た 項 目10を 示 し た も の で あ る.男 女 と
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表4.諸 事 象に対す る 「自信 イメー ジ」の平均値

【身 体 ・外 見 】

1.目

2.鼻

3.口

4.顔

5.脚

6.手

全 体 男 女

7。 胸(バ ス ト)

8.ス タイ ル

9.身 長

10.体 重

11.後 ろ 姿

12.自 分 の肌

【感 性(セ ン ス)】

.78

.64

.20

.55

.29

.68

.33

.86

.35

.67

.16

.20

.78

.94

.00

.58

.32

.62

.22

.98

.50

.72

.22

.16

.78

.45>k

.33

.53

.28

.71

.40

.79

.26

.64

.13

.23

33.社 会 ・文化 の知識

34.科 学 に関す る知識

35.数 学 ・統計 の知識

36.英 語(読 む)

37.英 語(話 す)

38.好 きなスポーツの知識

39.様 々なスポーツの知識

40.音 楽 ・映画 ・演劇 ・絵の知識

41.自 分の趣味の知識

【学業成績】

全 体

.02

.22

.55

-
.99

.2s

.10

.92

- .56

.58

13.服 装 の着 こな し

14.着 こな しのセンス

15.自 分 のセンスの良さ

.49

-1 .11

.42

男

.40

.30

.62

-1.00

,46

.34

.84

-
.66

.46

女

.21**

.16

.51

.99

.19

.05*

i.00

.50

.65

.66

-1 .24

.40

.38

-1 .03

.43

42.小 学校の成績

43.中 学校の成績

44,高 校の成績

45.大 学の成績

46.授 業の出席率

47.講 義 の ノー ト

【特 技 ・才 能 】

48.ス キ ー

49.ア ニ ス

50.水 泳

.92

.82

1.26

.04

.16

.65

.92

.80

1.30

.02

.32

.70

.93

.83

1.24

.os

.06

.61

【健康 ・体力】

16.早 起 き

17.す ぐ眠れ る

18.ど こで も眠れ る

19.眠 りの深 さ

20.徹 夜で仕事(勉 強)

21.酒 を飲む

22.食 欲(食 べ ること)

23.脚 力(歩 くこと)

24.健 康

25.体 力

26.バ イ タ リテ ィ

27.生 活力

28.自 分 の生命 力

【知識 】

.26

.19

.42

1,03

.06

.01

.18

.79

.88

.76

.58

.38

.45

.32

.14

.54

.92

.20

.04

.36

.90

.48

.58

.46

.50

:30

.23

.21

.34

1.10

.23*

.04

.06

.71

1.13***

.88

.65

.30

.54

51.得 意 な ス ポ ー ッ

52.今 のサ ー ク ル活 動

53.パ ソコ ン ゲ ー ム

54.カ ラ オ ケ

55.自 分 の 特 技

56.運 動 神 経

57.手 先 の 器 用 さ

58.自 分 の 才 能

【過去 ・背景】

.77

:02

.53

.06

.75

.49

.25

.46

.70

.15

.16

29.専 門の知識

30.教 養的知識

31.政 治に関す る知識

32.産 業経済 の知識

.64

.00

.12

.24

1.02

1.00

.44

.12

1:02

.14

.10

.85

.03

.79**

.05

.59*

.18***

.13

.68**

.50**

.16

.20

:65

.37

.24

.15

.22

.os

.54

.24

.91**

一
.65***

.05

- .39**

㈱ 男女差の有意 水準*5%水 準**1%水 準***0.1%水 準

59.小 学校時代の 自分

60.中 学校時代の 自分

61.高 校時代の 自分

62.高 校の部活動

63.文 教大に来 た こと

64.自 分 の出身校

65.自 分 の家系

.24

.30

.15

.66

.12

.58

.65

.os

.76

.10

.58

.32

:68

.76

.44**

.01**

.19

.71

.oi

:51

.58
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66.自 分の過去

【信念 ・生 き方】

全 体

.62

男

1.00

女

.39***

67.失 敗を恐れない

68.嫌 な事は厭 と言 える

69.自 分に誠 実

70.人 生の 目標

71.運 の良 さ(強 さ)

72.自 分の将来

73.自 分の人生

74.自 分の生 き方

75.自 分 の考え方

76.自 分の信念

77.自 分の信仰(無 信仰)

【対人関係】

.38

-1.31

- .73

.23

.45

.62

-
.55

.13

.24

.71

.19

.38

.98

.92

.02

.66

.84

.64

.34

.78

.66

.36

.38

-1 .51**

一.61

.36

.33

.49

-.50

.43**

一 .10***

.74

.os

78.父 との関係

79.母 との関係

80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の良 さ

81.人 に好 かれ る'

82.異 性 に もてる

83.人 に与 える印象

84.人 間的魅 力

85.先 輩 に恵まれ ている

86.友 人に恵まれ ている

87.先 生 に恵まれている

【対人関係能 力】

88.リ ーダーシ ップ

89.人 前 で話 す

.62

.12

.47

.25

.15

.43

.89

1.08

.79

1.00

一1 .20

.28

.68

.14

- .50

.74

-.66

i.oz

- .50

.98

一 .25***

.03

.34

- .49**

.os**

.24>k

-1
.04*

1.11

- .96**

1.01

90.人 を説 得する

91.人 と打 ち解 ける

92.人 付き合いの良さ

93.協 調性

94.人 の気持ちの理解

95.人 への思いや り

96.や さしさ

97.親 切 さ

98.感 情表現

99.感 受性

100.家 族に対す る愛情

一 .69

.05

.89

-1
.10

.26

,93

.58

-1 .09

.41

1.14

‐ .ss

.71

- .22

.58

.10

.66

.82

.20

.84

.88

.86

.38

1.00

.34

.58

.04

一 .76

.01

1.04

-1 .28*

.30

.99

.39**

-1 .23*

.43

1.23

- .86>k

.79

- .33

㈱ 男女差の有意水準*5%水 準**1%水 準***0.1%水 準

【知的能力】

101.理 解力

102.判 断力

103.表 現力

104.論 理性

105.創 造力

【知的特性 】

106.好 奇心

全 体 男 女

107.研 究 心 ・探 究 心

108.向 上 心

109.勉 学 心

110.遊 び心

【情 緒 的特 性 】

111.正 直 さ

112.素 直 さ

113.活 発 さ

114.立 ち 直 りの早 さ

115.適 応 力 の 高 さ

116.楽 天 的

117.明 るし・

118.自 分 の 性 格

【意 志 的 特 性 】

119.計 画 性

120.集 中力

121.忍 耐 力

122.持 久 力

123.粘 り強 さ

124.行 動 力

125.決 断 力

126.努 力

.79

.49

.67

.49

.48

.95

27

.64

.71

.15

.61

.42

.29

.01

.40

.32

.55

.05

:82

1.00

.86

.42

.48

.88

.18

.70

.50

.04

.66

.50

.62

.02

.22

.28

.os

.12

.78

.18***

.55

.53

.48

1.00

.33

.60

.84

.21

.58

:36

.09*

.00

.51

.34

.85***

.00

127.欠 点 の自覚

128.積 極性

129.責 任感

130.時 間の使 い方

131.時 間を守 る

132.約 束 を守 る

133.負 けず嫌 い

134.意 志の強 さ

.24

.01

.39

.42

.77

.15

1.09

.30

.21

.43

.53

.22

.51

.19

.11

.21

.30

.06

.48

.42

.64

.32

1.20

.20

.24

.44

.52

.44

,34

.os

.os

.38

.20

.03

.34

.43

.85

.04

1.01

.36

.19

.43

.54

.os

.61

.25

.1a

.10



も に 「自信 が な い 」 も の は,「68。 嫌 な 事 は

厭 と言 え る(全 体 一1.31,男 一1.24,女 一1.51)」

「14.着 こ な し の セ ン ス(-1.11,-1.24,

～1 .03)」 「91.人 と 打 ち 解 け る(-1.10,-

0.82,-1.28)」 「95.人 へ の 思 い や り(-1.09,

-0 .86,-1.23)」 「36.英 語(読 む)(-0 .99,

-1
.00,-0.99)」 「84.人 間 的 魅 力(-0.89,

-0 .66,-1.04)」 で あ っ た.ま た,「88.リ

ー ダ ー シ ッ プ(全 体 一 〇.69,男 一 〇.58,女 一

〇.76)」 「10.体 重(-0.67,-o.72,-0.64)J

も 男 女 と も に 「自 信 が な い 」 とす る も の で あ

った.

な お,以 上 の 他,男 子 学 生 が 特 に 「自 信 が

な い 」 とす る も の は 「78.父 と の 関 係(全 体

一〇.62,男 一1.20,女 一 〇.25)」 「69.自 分 に

誠 実(-o。73,-0.92,-0.61)」 で あ り,女

子 学 生 が 特 に 「自 信 が な い 」 とす る も の は,

「86.友 人 に 恵 ま れ て い る(全 体 一〇.79,男

一 〇.50,女 一 〇.96)」 「98.感 情 表 現(-0.66,

-0 .34,-0.86)」 「117.明 る い(-o.55,-

0.08,-0.85)」 「109.勉 学 心(-0.71,-0.50,

一〇
.84)」 な どで あ っ た.

2.3.「 自信 イ メー ジ」 の男 女 差

表4で,男 子 学 生 と女 子 学 生 の 「自信 イ

メ ー ジ 」 に 有 意 水 準1%で 差 の あ る 項 目を

み る と,男 子 の方が 女子 に比べ 「自信 があ る」

とす る項 目は17,反 対 に 女子 の 方 が 男 子 に 比

べ 「自信 が あ る」 とす る もの が5項 目で あ る

こ とが 分 か る.こ の 男 女 に 有意 な差 の あ る項

目は,① 男 女 共 に プ ラス,,② 男女 の い ずれ か

が プ ラス で い ずれ か が マ イ ナ ス,③ 男 女共 に

マ イ ナ ス,の3つ の パ タ ー ンに分 け る こ とが

で き る.

男子 が 女子 よ りも 「自信 が あ る」 とす る項

目では,① の パ タ ー ンに 当 る も の は,「53.

パ ソ コ ンゲ ー ム(男1 .00,女0.18)」 「102.判

断 力(1.00,0.18)」 「66。 自分 の 過去(1.00,

0.39)」 「60。 中学 時 代 の 自分(0.76,0 .01)」

「56.運 動 神 経(1.02,0.50)」 の5項 目で あ

った.② の パ タ ー ンは 「75.自 分 の 考 え 方

(男0.78,女 一〇.10)」 「30.教 養 的知識(0.08,

-0 .65)」 「81.人 に好 か れ る(0.14,-0.49)」

表5.多 くの 学生にと って 「自信があ る」事象(上 位20)

全 体 男 子 女 子

1位 高校 の成績(1。26) 高校 の成績(1.30) 高校の成績(1.24)

2位 親切 さ(1。14) 決断力(1.20) 親 切 さ(1.23)

3位 決断力(1.09) 先輩 に恵 まれ ている(LO2) 健 康(1.13)

4位 先輩に恵 まれている(1.08) 今 のサ ークル活動(1.02) 先輩に恵 まれてい る(1.11)

5位 眠 りの深さ(1.03) 運動神経(1.02) 眠 りの 深 さ(1.10)

6位 先生に恵まれている(1.00) 自分の過去(1.00) 人を説 得する(1.04)

7位 好 奇心(0.95) 親 切 さ(1.00) 先生に恵 まれている(1.01)

8位 協 調性(0.93) 判断力(1.00) 決断力(1.01)

9位 様 々なスポーツの知識(0.92) 先生に恵まれてい る(0.98) 様 々なスポーツの知識(1.00)

10位 小学校 の成績(0.92) ス タイ ル(0.98) 好 奇心(1.00)

11位 人 を説得す る(0.89) 鼻(0.94) 協 調性(0.99)

12位 健 康(0.88) 眠 りの深 さ(0.92) 小学校 の成績(0.93)

13位 ス タイ ル(0.86) 小学校 の成績(0.92) 専門 の知識(0.91)

14位 中学校の成績(0.82) 脚 力(歩 くこと)(0.90) 体 力(0.88)

15位 脚力(歩 くこと)(0.79) 人の気持 ちの理解(0.88) 粘 り強 さ(0.85)

16位 理解 力(0.79) 好奇心(0.88) ス キ ー(0.85)

17位 目(0.78) 表現力(0.86) 中学校の成 績(0.83)

18位 ス キ ー(0.77) 様 々なス ポーツの知識(0.84) ス タイ ル(0.79)

19位 粘 り強 さ(0.77) 自分の将来(0.84) 感 受性(0.79)

20位 体 力(0.76) 協調性(0.84) 目 ・理 解 力(0.78)
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表6.多 くの学 生にと って 「自信 がない」事象(下 位10)

全 体 男 子 女 子

1位 嫌な事は厭 と言え る(-1.31) 着 こな しの セ ンス(-1.24) 嫌 な事 は厭 と言 える(-1.51)

2位 着 こな しの セ ン ス(-1.11) 父 との 関 係(-1.20) 人 と打 ち解 ける(-1.28)

3位 人 と打 ち解け る(-1.10) 英語(読 む)(-1.00) 人 へ の 思 い や り(-1.23)

4位 人への思 いや り(-1。09) 嫌な事は厭 と言 える(-0.98) 人間的魅力(-1.04)

5位 英語(読 む)(-0.99) 自分に誠実(-0.92) 着 こな しの セ ン ス(-1.03)

6位 人間的 魅力(-0.89) 人 へ の 思 いや り(-0.86) 英語(読 む)(-0。99)

7位 友入に恵まれている(-0・79) 人 と打 ち解 ける(-0.82) 友人に恵 まれて いる(m.96)

8位 自分に誠実(-0.73) 体 重(-o.72) 感情表現(m.86)

9位 勉学心(-0。71) 人間的 魅力(m.66) 明 る い(-0.85)

10位 リー ダ ー シ ッ プ(-0.69)
好 きな音楽 ・映画 ・演劇

・絵 な どの知識(m.66) 勉 学 心(-0.84)

「33.社 会 ・文 化 の 知 識(0.40,-0.21)」

「59.小 学 校 時 代 の 自 分(0.08,-0.44)」

「32.産 業 経 済 の 知 識(0.24,-0.39)」 の6

項 目,③ の パ タ ー ンは,「117.明 る い(男 一

〇.08,女 一 〇.85)」 「50.水 泳(-0.12,-0。79)」

「68.嫌 な 事 は 厭 と言 え る(-0.98,-1.51)」

「55.自 分 の 特 技(一 一〇.12,-0.68)」 「94.

人 の 気 持 の 理 解(-0.82,-1.28)」 「86.友

人 に 恵 まれ て い る(-0.50,-0.96)」 の6項

目 で あ っ た.

ま た,女 子 が 男 子 よ り 「自信 が あ る」 とす

る も の は5項 目 で あ る が,① は 「24.健 康

(男0.48,女1.13)」 お よび 「29.専 門 の 知 識

(0.22,0.91)」,② は 「74.自 分 の生 き 方(-

0.34,0.43)」 と 「82.異 性 に もて る(-0.50,

0.08)」,③ の パ タ ー ンは,「78.父 と の 関 係

(-1.20,-0.25)」 で あ った.

3.「 自 己 自 信 イ メ ー ジ 」 と 「事 象 自信 イ メ

ー ジ 」 の 相 関

表7のA欄 は,「 自 己 自信 イ メ ー ジ 」(2回

目)と 事 象134の 「自 信 イ メ ー ジ 」 と の 相 関

係 数 を 示 した も の で あ る.

「自 己 自信 イ メ ー ジ 」 は1回 目 と2回 目 が

あ る が,表3の(注)に 示 し た よ う に,そ の

相 関 は0.645(関 与 率;41.6%)で あ り,ま た

1回 目 か ら2回 目 に か け て 変 化 した も の は,

プ ラ ス と マ イ ナ ス を 合 わ せ て37.7%に も 達 し,

1回 目 と2回 目 の 「自信 イ メ ー ジ 」 の 違 い は

か な りあ る.従 っ て,「 自 己 自 信 イ メ ー ジ 」

と事 象134の 「自 信 イ メ ー ジ 」 と の 関 係 を 検

討 す る に当 た って,ど ち らが よい 指 標 で あ る

か が 問 題 とな る.と ころ で,一 般 に事 象Aが

事 象Bの よい 指 標 で あ る場 合 にはAとBの 相

関 が有 意 に高 い こ とが 知 られ て い る.こ の考

え方 に従 って,1回 目 と2回 目の 「自己 自信

イ メー ジ」 と事 象134の 「自信 イ メ ー ジ」 と

の相 関 を それ ぞれ 算 出 し比 較 した とこ ろ,①

1回 目 との相 関 と2回 目 との相 関 の いず れ か

がr=0.20以 上(1%水 準 で有 意)と な った 項

目は134項 目中102項 目であ っ た.② こ の有 意

な相 関 を示 した102項 目の 中 で は,1回 目が

相 関 の大 き な項 目は21項 目(20.6%)で あ り,

2回 目が大 の項 目は81項 目(79.4%)で あ っ

た.③ 従 って,有 意 な相 関 と して は,2回 目

との相 関 の 占 め る割 合 が圧 倒 的 に 多 い(多 く

の 項 目の 良 い指 標 とな って い る)と い う意 味

で,2回 目の 「自己 自信 イ メー ジ」 の 方 が よ

い 指 標 と考 え られ る.

以 上 か ら,本 研 究 に お い て は,「 自 己 自信

イ メー ジ」 は2回 目を も って 代表 す る もの と

した.

3.1.全 体(男 女 計)の 結果

全体(男 女 計)で は,有 意 水 準1%の 相 関

を示 す 項 目は,134項 目中 の92項 目(68.7%)

であ り,0.1%水 準 の もの は70項 目(52.2%)

であ った,ま た,134項 目 の 中 で,負 の相 関

を 示 す も のが3項 目あ るが,こ れ らは いず れ

も無 相 関 に近 い もの で あ った.正 の相 関 を 示

す も の の うち,r=0.20末 満 の も の は36項 目

(全体 の26.9%),r=0.20以 上0.40末 満 の も

一10一



のは69項 目(51.4%),r=0.40以 上 は26項 目

(19.4%)で あ った.こ の 相 関 係 数0.400以

上 の"か な り高 い相 関"を 示す26項 目は,区

分 毎 に見 て,

【身体 ・外 見 】 「9.身 長(r=0.688)」 「11.

後 ろ姿(0.463)」 「4.顔(0.413)」 の3項

目

【感性(セ ンス)】0項 目

【健 康 ・体 力 】 「20.徹 夜 で 仕 事(勉 強)

(0.701)」 「18.ど こで も眠れ る(0.613)」

「22.食 欲(食 べ る こ と)(0.608)」 「21.

酒 を飲 む(0.456)」 「17.す ぐ眠れ る(0.429)J

【知 識 】 「38.好 き なス ポ ー ツの知識(0.454)」

の1項 目

【学 業 成 績 】 「45.大 学 の成 績(0.658)」 の

1項 目

【特 技 ・技 能 ・才能 】 「56.運 動神 経(0.532)」

「58.自 分 の才 能(0.433)」 の2項 目

【過 去 ・背 景 】 「66.自 分 の過 去(0.669)」

「61.高 校 時 代 の 自分(0.420)」 の2項 目

【信 念 ・生 き方 】 「77.自 分 の 信 仰(無 信 仰)

(0.592)」 「76.自 分 の信 念(0.403)」 の2

項 目

【現 実 の対 人 関 係 】 「79.母 との関係(0.698)」

「80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の 良 さ(0.680)」

の2項 目

【対 人 関 係 技 術 ・能 力 】 「88.リ ー ダー シ ッ

プ(0.449)」 「96.や さ し さ(0.428)」 の2

項 目

【知 的 能 力 】0項 目

【知 的 特 性 】 「109.勉 学 心(0.559)」 の1項

目

【情 緒 的特 性 】 「114。立ち直 りの早 さ(0.478)凵

「116.楽 天 的(0.445)」 「118.自 分 の性 格

(0.426)」 の3項 目

【意志 的特 性 】 「133.負 けず 嫌 い(0.407)」

「131.時 間 を 守 る(0.403)」 の2項 目

で あ った.

反 対 に,無 相 関 を示 すr=0.100以 下 の項 目

は,「29.専 門 の 知識(0.007)」 「36.英 語(読

む)(0.069)」 「48.ス キ ー(0.015)」 「68.嫌

な事 は 厭 と言 え る(-0.590)」 「74。自分 の生

き方(0.020)」 「78.父 との関係(-0.041)」

「82.異 性 に もて る(0.067)」 「87.先 生 に 恵

まれ て い る(0.051)」 「90.人 を 説 得 す る

(0.051)」 「93.協 調 性(0.062)」 「97.親 切

さ(0.030)」 「104.論 理 性(0.063)」 「119.

計 画 性(0.080)」 の13項 目で あ った.

3.2.男 女 別 の結 果

表7-Aで 男 女 別 の 相 関 係数 を見 る と,男

女 間 の相 関 係 数 の差 が0.15未 満 の項 目は88項

目(65.7%)で 多 くの項 目が 男女 共 に 同 じ水

準 の 相 関 関 係 を 示す もの で あ った 。 これ に対

し,か な りの 差 を 示す と考 え られ る0.20以 上

の 差 の あ る項 目は35項 目(26.1%)で あ っ.

た。

この35項 目は,次 の4つ の タ イ プ に分 類 さ

れ る もの で あ った.

① 男 女 い ずれ か が 負 の相 関 で他 方 が 正 の相 関

を示 す もの 一 該 当 は8項 目であ るが,男 子

が負 の相 関 の もの が7項 目,女 子 が1項 目で

あ った.こ の8項 目にお け る負 の 相 関 は,-

0.006～-0.073の 範 囲 に あ り.い ずれ も無 相

関 を示 す も の であ った.ま た,対 とな る正 の

相 関 は,3項 目が1%水 準 で 有意 な相 関 を示

し,残 る5項 目に は 有 意 な相 関 は 見 られ なか

った.

② 男女 と もに 正 の相 関 であ るが,い ず れ も1

%水 準 では 有 意 な相 関 とは 言 え な い もの 一

該 当 は1項 目で 女 子 〉 男子 であ った.

③ 男 女 とも に正 の相 関 で,か つ,い ず れ も1

%水 準 で有 意 な相 関 を 示 す もの 一 該 当は5

項 目で,女 子 く男 子 が1項 目,男 子 〉女 子 が

4項 目で あ った.

④ 男女 と もに 正 の相 関 で あ るが,男 女 い ず れ

か が1%水 準 で 有意 な相 関 を示 し,他 方 は 有

意 な相 関 とは 言 え な い もの 一 該 当 は21項 目

で,そ の うち17項 目は 高 い方 の相 関 の 有 意

水 準 は0.1%水 準 であ った.ま た,女 子 〉男子

の項 目は17,男 子 〉女子 は4項 目であ った.
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表7.相 関 に よ る 検 討

【身 体 ・外 見 】

1.目

2.鼻

3.口

4.顔

5.脚

6.手

7.胸(バ ス ト)

8.ス タ イ ル

9.身 長

10.体 重

11.後 ろ 姿

12.自 分 の 肌

A.「 あなた 自身」 との相関

全 体 男 女

B.変 化 と

の相関

.216*.236

.358>K>k:162

.354**.302

.413**.572**

.238*.194

.119.202

.273**.026

.276**.237

.688**.621**

.145-.022

。463**.292

.304**.159

.209

.424**

.363**

.310*

.288*

.076

.488**

.286*

.734**

.280*

.623**

.432**

.113

.159

.175

.191

.094

.045

.306.>k>k

.030

.319**

.118

.344**

.244*

34.科 学に関する知識

35.数 学 ・統計 に関す る知識

36.英 語(読 む)

37.英 語(話 す)

38。好 きなスポー ツの知識

39.様 々なスポー ツの知識

40.音 楽 ・映画 ・演 劇 ・絵 の知識

41.自 分の趣 味の知識

【学業成 績】

42.小 学校の成 績

43.中 学校の成 績

44.高 校の成 績

45.大 学の成績

46.授 業の出席率

47.講 義の ノー ト

A.「 あなた 自身 」との相関

【感性(セ ンス)】

全 体

.329%K>k

.285>k>k

.069

.338**

.454**

.278**

::

.112

13.服 装 の セ ンス

14.着 こ な しの セ ンス

15.自 分 の セ ンス の 良 さ

.399**

.201

.221*

男

.251

.307

.oar

.220

.308

.285

.184

.209

女

.382**

:269

.062

.393>k>k

.517>k>k

.311*

.226

.072

B.変 化 と

の相関

..

.123

.006

.227

.025

.089

.108

.025

.296

.247

.246

.449**

.218

.216

.osz

.002

.157

【特 技 ・才 能 】

48.ス キ ー

49.ア ニス

50.水 泳

.254

.200

.169

.658**

.374**

.196

.318

.336*

.015

.617**

.336*

.253

.215.129

.110.013

.265>k.039

.711**。284**

.382**.043

.144-.026

【健康 ・体 力】

16.早 起き

17.す ぐ眠れる

18.ど こで も眠れ る

19.眠 りの深さ

20.徹 夜で仕事(勉 強)

21.酒 を飲む

22.食 欲(食 べ ること)

23.脚 力(歩 くこと)

24.健 康

25。体 力

26.バ イ タ リテ ィ

27.生 活力

28.自 分の生命力

【知識 】

29.専 門の知識

30.教 養的知識

31.政 治に関す る知識

32.産 業経済の知識

33.社 会 ・文化の知識

.319>k>K

.429**

.613**

.157

.701**

.456**

.608*>k

.283**

.153

.185

.302**

.253

.277*>k

.283

.536**

.801**

.280

.poi**

.511**

.584**

.098

.033

.00i

.227

.259

.477**

.378**

.389**

.486**

.100

.681**

.423**

.609>k>k

.400**

.396**

.362**

.336*

.294>k

.189

.oss

.221>k

.305**

.060

.248>k

.125

.205>k

.143

.ors

.176

.069

.031

.065

51.得 意 な ス ポ ー ツ

52.今 の サ ー クル 活 動

53.パ ソ コ ンゲ ー ム

54.カ ラオ ケ

55.自 分 の 特 技

56.運 動 ネ申経

57.手 先 の 器 用 さ

58.自 分 の 才 能

.007

.364**

.166

.219*

.336**

.042

.339>K

.164

.045

.233

【過去 ・背景】

59.小 学校時代の 自分

60.中 学校時代の 自分

61.高 校時 代の 自分

62.高 校の部活動

63.文 教大に来た こと

64.自 分の出身校

65.自 分の家系

66.自 分の過去

.015-.073

.381**.379*

.267*.263

.298**.117

.160.176

.212>k.090

.258*.192

.213*gO51

.532**.506**

.200.218

。433**.462**

.109.018

.394>k>k.252>k

.200.118

.409>k>K.119

.098-.012

.196-.091

.271*一.058

.272*一.024

.513**.289**

.198.079

.415**.263*

.081

.312*

.102

.258

.351**

一 .060

- .037

- .160

‐ .oso

-
.027

.308**

.365**

.420**

.231*

.223*

.254

.358>K>k

.669>k>K

.244

.122

.384*

.241

.075

.183

.276

.603**

.298*

.450**

.484**

.216

.401>k>k

290

.399>k>k

.682**

‐
.000

.009

.222*

.068

.161

.123

.087

.1as
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【信 念 ・生 き方】

A.「 あなた 自身」 との相関

全 体 男 女

B.変 化 と

の相関

67.失 敗を恐れない

68.嫌 な事は厭 と言え る

69.自 分に誠実

70.人 生の 目標

71.運 の良 さ(強 さ)

72.自 分の将来

73.自 分の人生

74.自 分の生き方

75.自 分の考え方

76.自 分 の信 念

77.自 分 の信仰(無 信仰)

【対人関係】

.260*.076
- .059-.063

.133.175

.275**.328*

.256*.300

.151.188

.108..072

.020.099

.263*.225

.403**.346*

.592**.432**

.393**.223*

一 .169-.100

.152.132

.299*.079

.198.021

.085.098

.156-.090

.070.130

.200.0.91

.476**.207*

。688**.326**

78.父 との関係

79.母 との関係

80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の良さ

81.人 に好 かれる

82.異 性 に もてる

83.人 に与 える印象

84.人 間的魅 力

85.先 輩 に恵 まれている

86.友 人に恵まれ ている

87.先 生 に恵 まれている

【対 人関係能 力】

88.リ ーダーシ ップ

89.人 前で話す

一 .041

.698**

.680**

.218*

.067

.395**

.264

.121

.247>k

.051

.045

.691**

.661**

.283
- .038

.224

.328

.121

.299

.029

.036.058

.699**.298**

.678**.282**

.097-.029

.236'..048

.468**.056

.152.010

.146.060

.125-.050

.071..053

90,人 を説得す る

91.人 と打 ち解 け る

92.人 付 き合いの良さ

93.協 調性

94.人 の気持 ちの理解

95.人 への思いや り

96.や さ しさ

97.親 切 さ

98.感 情表 現

99.感 受性

100.家 族G'対 す る愛情

【知的能 力】

101.理 解力

.449**

.317**

.051

.158

.178

.062

.333**

.137

.428**

.030

.245>k

.192

.315**

.483**

.340*

.082

.083

.003
- .073

.153

.010

.569**

.054

.15?

.222

.480**

.416**

.302*

.091

.147

.304>k>k

.192

.401**

.173

.358**

.059

.252

.209

.165

.223>K

.126
- .063

.034

.109

.063

.056
- .015

:0si

.058
- .010
- .030

.075

一.115 一
.232

一 .051 1:'

102.判 断力

103.表 現力

104.論 理性

105.創 造力

【知的特性】

106.好 奇心

A.「 あなた 自身」 との相関

全 体 男

.212>k.090

.272>k>k.131

.063.一.069

.271**.161

女

.196

.329>k

.169

.357**

B.変 化 と

の相関

‐ .osi

.046

-
.017

.080

107.研 究 心 ・探 究 心

108.向 上 心

109.勉 学 心

110.遊 び 心

【情緒的特性】

111.正 直 さ

112・ 素直 さ

113.活 発 さ

.192

.299>k*

.374**

.559**

.345**

.115

.360*

.363>k

.579**

.409>k

.274*

.291*

.382**

.517**

.292*

.iss

.020

.183

.198

.095

114.立 ち 直 りの 早 さ

115.適 応 力 の 高 さ

116.楽 天 的

117.明 る い

118.自 分 の 性 格

【意 志 的 特 性 】

119.計 画 性

120.集 中力

121.忍 耐 力

122.持 久 力

123.粘 り強 さ

124.行 動 力

125.決 断 力

126.努 力

.294**

.327**

.160

.478**

.327>k>K

.445**

.204

.426**

.253 ..318*.065

.234.380**.093

.085.154.206>k

.516**.473**.167

。436**.227.137

.529》 囹 く.410*司 く.244*

.350>k-.006-.104

.526**.396**。150

127.欠 点の 自覚

128.積 極性

129.責 任感

130.時 間の使い方

131.時 間を守 る

132.約 束を守 る

133.負 けず嫌い

134.意 志の強 さ

.080

.193

.256*

.370>k>k

.330>k>k

.317**

.110

.382>k>k

.384**

。368**

:195

.296**

.403**

.316**

.407**

.350**

一 .051

.156

.278

.295

.315

.320

.071

.444**

.437**

.408>K

- .033

.284

.453**

.340*

.568**

.228

::

.218

.275

.436**

.391**

.367**

.101

.382**

.361**

.358**

.370**

.L72

.348**

.338

.325*

.410**

.084
- .048

.069

.151

.012

.102

.074

.097

.011

.096

.084

.021

:121

.116

.248*

.236*



4.「 自己 自信 イ メー ジ 」 と高 い 相 関 を 示 す

「事 象 自信 イ メー ジ 」 間 の 相 関

表8は,全 体(男 女 計)で の 「自己 自信 イ

メ ー ジ(2回 目)」 と諸 事 象134と の相 関 が

0.400以 上 であ った26項 目につ い て,そ の 相 互

の相 関 係 数 を示 した もの であ る.こ の相 互 相

関 は 全 部 で325の 組 み 合 わ せ に な るが,こ の

うち9(2.8%)の 組み 合わ せ だ け が1%の 有

意 水 準 に達 せ ず,他 の316(97.2%)の 組 み 合

わせ は す べ て1%の 有 意水 準 の もので あ った.

表9は,表8に 基 づ い て,各 項 目が他 の25

項 目 との 間 で示 す 相 関 の区 分 ご との頻 度 であ

る.r=0.50以 上 で見 る と,頻 度 の高 い ものは,

「79.母 との 関 係」(頻 度13),「9.身 長 」

(11),「77.自 分 の 信 仰(無 信 仰)」(9),

「80.兄 弟(姉 妹)め 仲 の 良 さ」(7),「21.

酒 を 飲 む 」(7),「66.自 分 の 過 去 」(7),

「20.徹 夜 で 仕 事(勉 強)」(7),で あ り,

これ をr=0.40以 上 で見 る と,「79.母 と の 関

係 」(頻 度20),「9.身 長 」(19),「 大学 の成

績 」(19),「17.す ぐ眠れ る」(18),「77.自

分 の信 仰(無 信 仰)」(18),「80。 兄弟(姉 妹)

の仲 の 良 さ」(16),「20.徹 夜 で仕 事 」(15),

であ った.

5.「 自己 自信 イ メー ジ 」 の変 化 と事 象134

の 「自信 イ メー ジ 」 との相 関

表7のB欄 は,「 自 己 自信 イ メ ー ジ」 の1

回 目か ら2回 目へ の変 化 を 「2回 目一1回 目」

と して 数 量 化 し,事 象134の 「自信 イ メー ジ」

評 定 と の間 で の相 関 を求 め た もの で あ る.

こ の相 関 係 数 の算 出は,次 の よ うな予 想 の

も とで行 わ れ た もの であ る.

①1回 目の 「自 己 自信 イ メー ジ」 は,そ れ な

りの 「自信 イ メー ジ」 では あ るが,被 験 者 に

と って は,ぼ くぜ ん と した もの で もあ った.

②2回 目の 「自己 自信 イ メー ジ」 は,そ の前

に,134の よ り具 体 的 な 事 象 につ い て 被 験 者

本 人 の 「自信 イ メー ジ」 を分 析 的 に評 定 した

後 であ るの で,1回 目 よ りも よ り明確 で 自覚

的 な も ので あ る.こ の こ とは,前 記3で の検

討 結 果 か ら も肯 定 で き る.

③1回 目か ら2回 目へ の変 化 が,そ の 間 に実

施 した134の 事 象 につ いて の 「自信 イ メー ジ」

評 定 の 影 響 で あ る と して も,134の 全 事 象 が,

平 均 して 変 化 に影 響 した とは い え な い で あ ろ

う.む しろ,被 験 者 は,被 験 者 の 「自己 自信

イ メ ー ジ」 に と って の重 要 性 に 応 じて,影 響

を 受 け る度 合 い が 大 きい と考 え る こ とが で き

る.

④ あ る事 象 が 被 験者 に と って 重 要 で あ る場 合

には,そ の事 象 に 「自信 が あ る」 と した 被 験

者 は,2回 目の 「自己 自信 イ メ ー ジ」 も 「自

信 が あ る」 とす るで あ ろ うし,逆 に 事 象 に

「自信 が な い 」 と した 場 合 には 「自己 自信 イ

メー ジ」 を 「自信 が な い 」 とす る であ ろ う.

こ の よ うな 傾 向 は,当 該 事 象 に対 し多 くの 被

験 者 が そ の重 要 性 を 認 め れ ば 認 め るだ け 顕 著

に な る であ ろ うし,そ の重 要 性 を認 め な け れ

ば,あ ま り見 られ な い であ ろ う.こ の こ とは,

相 関 が有 無 であ り,か つ 相 関 係 数 が 高 い 程,

多 くの被 験 者 に と って,当 該 事 象 が重 要 だ と

認 め られ て い る とい うこ とに な る であ ろ う.

結 果 は,1%水 準 で有 意 な相 関 を示 した 項

目は,24項 目で,そ の うち,17項 目は,表7

のAで"か な り高 い 相 関"を 示 した26項 目 と

一 致す る もの であ った .ま た,残 りの7項 目

も,1項 目を除 く6項 目は,表7のAで1%

水 準 で 有意 な相 関 を示 す 項 目で あ った.

考 察

1.全 体 と して の 自 己 に対 す る 「自信 」

「自信 」は 人生 を力 強 く生 きて行 くに当 って

の重 要 な感情 状 態(イ メー ジ)で あ るが,調 査

結 果は,文 教大学(越 谷 キ ャ ソパ ス)学 生 が,

強 い 自信 に う らづけ られ て学生 生 活を送 ってい

るとは言 えな い ことを示 す もので あ った.ま た,

このこ とは,特 に女 子学 生 にお いて言 え る こ と

であ った.こ れ は,ま ず 第1に,「 あ なた 自身 」

に 「か な り自信 がある」 とす る者 が,2回 目に

おいて も,全 体 の11.5%に しかす ぎない こ と で,

男子 学 生 で も22%で,女 子 学 生 に いた って は,

わ ず か5%だ け で あ った.第2に,全 体 と し

て の 自己 に対 す る 「自信 」 は,1回 目か ら2

回 目に か な り変 化 し,よ り 「自信 があ る」 方
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向 に動 い た が,こ の 変 化 も ま た,1回 目 の

「自信 」 が,日 常 の 漠 然 と した イ メー ジ を反

映 して い る も ので あ る と考 え るな らぽ,い ろ

い ろ と分 析 して み た ら(す な わ ち,具 体 的 な

134の 諸 事 象 を 考 え てみ た ら)も っと 「自信 」

を もって よ い と思 い 直 した とい うこ とで あ り,

日常生 活 の 中 で の 意識 と しては 自己 に対 す る

「自信 の な さ」 を示 す もの であ る.こ の変 化

は,「 自信 が あ る」 方 向 と 「な い 」 方 向 とへ

の 両方 が 見 られ た が,両 方 向あ わ せ て,男 子

学 生 で3割 強,女 子学 生 では4割 を 越 え,こ

の よ うに 「自信 」 が変化 す るのは,「 自信 のな

さ故 」 と言 わ ざ るを 得 な い.

2.「 自信 が あ る」 事 象 と 「な い 」 事 象

学 生 が 「自信 が あ る」 とす る事 象 は,表5

に ま とめ た もの で あ るが,そ の 特 徴 は,「 高

校 ・中学 ・小学 校 の成 績 」 な ど過 去 の結 果や

「先輩 に 恵 まれ て い る」 「先 生 に 恵 ま れ て い

る」 「健 康 」 「鼻 」 な ど環 境 や 与 え られ た もの

で あ った り,「 眠 りの 深 さ」 「好 奇 心 」 「協 調

性」 な どの 自信 が な くて も で き る事 象 が 多 く

占 め て い る こ とであ る.こ れ らの 事 象 は,い

ず れ も,「 自己 自 信 イ メ ー ジ」 と の相 関 が 低

く,多 くは0.200以 下 で,高 くて も0.300以 下

で あ っ た.こ の こ とは,本 調 査 対 象 の学 生 の

「自信 が あ る」 事 象 が,全 体 と して の 自己 に

対 す る 「自信 」 とあ ま り関 係 を もた な い とい

うこ とで あ り,学 生 の 「自信 のな さ」 を うら

づけ る もの であ る と言 え よ う.

また,学 生 が 「自信 が な い 」 とす る事 象 は

表6に ま とめた が,「 嫌 な 事 は 厭 と言xる 」

「人 と打 ち解 け る」 「人へ の 思 いや り」 「友 人

に恵 まれ て い る」 「人 間 的魅 力 」 「リー ダー シ

ップ」 な どは 実 生 活 にお い て か な り重 要 な こ

とであ り,ま た 「自分 に誠 実 」 「勉 学 心 」 も

人 生 を積 極 的 に生 き る に当 た って 欠 か せ な い

事 象 で あ り,こ れ ら に 「自信 が な い」 の は,

問 題 であ る.

こ の 「自信 が あ る」 「な い」 を,全 体 と し

て の 自 己 の 「自信 イ メ ー ジ」 との 相 関 の"か

な り高 い"26項 目 につ い て み る と,平 均値 が

マ イ ナ ス の 項 目 が10項 目(38 .5%),0.QO

～0 .20が7項 目(26.9%),～0.50が5項 目で

残 る4項 目の うち,最 も高 い平 均 で0.71で あ

った.こ の こ とは,「 自己 自信 イ メ ー ジ」 と

関係 の深 い26項 目に 「か な り自信 が あ る」 と

す る学 生 の少 な い こ とを示 す もの で,こ れ も

また,本 調査 対 象学 生 の 「自信 の な さ」 を う

らづ け て い る.

3.「 自 己 自信 イ メー ジ」 と諸 事 象 の 「自 己

自信 イ メー ジ」 に対 す る影 響

3.1.諸 事 象 の 「自信 イ メー ジ」 の 「自己 自

信 イ メー ジ」 に対 す る影 響

本 研 究 は,"全 体 と して の 自己 に対 す る 「自

信 イ メ ー ジ」(自 己 自信 イ メー ジ)は 具 体 的

な諸 事 象 に対 す る 「自信 イ メー ジ」 の総 合 と

して 成 立 す る"を 前 提 とす る も の であ った.

そ のた め,本 研 究 に おけ る調 査 の流 れ を,①

「自己 自信 イ メー ジ」 の調 査(1回 目),②

具 体 的 な諸 事 象134に 対 す る 「自信 イ メー ジ」

の 調 査,③ 「自 己 自信 イ メ ー ジ」 の 再 調 査

(2回 目)と して 設 定 し実 施 した.こ の結 果,

表3に 見 る よ うに,② の 具 体 的 諸 事 象134に

対 す る評 定 を行 う前 の 「自己 自信 イ メ ー ジ」

(1回 目)と 後 の 「自 己 自信 イ メー ジ」(2

回 目)と では,か な り大 きい 変 化(プ ラス ・

マ イナ ス の変 化 を 合 わ せ て37.7%)が 見 られ

結果 の3に 述 べ た よ うに,具 体 的諸 事 象134

の評定 が,「 自 己 自信 イ メ ー ジ」 の1回 目 よ

りむ しろ2回 目 と よ り関 連 を持 つ こ と,す な

わ ちS変 化 が,諸 事 象 に対 す る 「自信 イ メー

ジ」 評 定 に影 響 され て い る こ とが 明 らか に な

った.こ の こ とは,本 研 究 の前 提 を支 持 す る

もの で あ った.

3.2.「 自己 自信 イ メ ー ジ」 に強 く関 連 す る

事 象 とあ ま り関連 を もた な い事 象

表7-Aに 示 され た よ うに,134の 事 象 の

うち94項 目(70.1%)は0.20以 上 の相 関 を示

し,そ の うち の92項 目(68.7%)は 有 意 水 準

1%の 相 関で あ った.こ のこ とは,本 研 究 で用

意 した 事 象 の多 くが,「 自己 自信 イ メ ー ジ」 と有

意 に関 連す る事 象 であ った ことを示 して い る.

ま た,一 般 に"か な り高 い 相 関"を 示 す

と考 え ら れ て い るr=0.40以 上 の事 象 は26項
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目を 数 え る こ と が で きた.こ の26項 目は,

結 果 の3.1お よ び 表8・ 表9に 示 す 通 りであ

るが,「 自己 自信 イ メ ー ジ」 に強 く関 連 し,

日常的に意識する 「自己自信イメージ」の成

立に影響を与えていると考えることができる.

これに対し,本 研究で用意した事象の中で,

表8.26の 事 象 関 の 相 関

4.9.11.17.18.20.21.22.38.45.56.58.61.

4.顔

9.身 長

11.後 ろ姿

17.す ぐ眠れ る

18.ど こで も眠れ る

20.徹 夜で仕事(勉 強)

21.酒 を飲む

22.食 欲(食 べ ること>

38.好 きなスポーツの知識

45.大 学 の成績

56.運 動神経

58.自 分 の才能

61.高 校時代 の自分

66.自 分 の過去

76.自 分 の信念

77.自 分 の信仰(無 信仰)

79.母 との関係

80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の良さ

88.リ ーダーシ ップ

96.や さしさ

109.勉 学心

114.立 ち直 りの早さ

116.楽 天的

118.自 分の性格

131.時 間を守 る

133.負 けず嫌い

1.00

.441.00

.21.551.00

.43.48.361.00

.50.52

.31.53

.38.50

.13.48

.13.32

.42.68

.38

,40

.41

.45

.29

.45

.55

.39

.70

.42

.44

.46

1.00

.50

.52

.35

.27

.46

1.00

.43

.55

.37

.55

1.00

.361.00

,49

.37

.26.1.00

.44.301.00

.28.61.39.37.40.47.3L.44.27.461.00

.42

.20

.22

.41

.35

.24

.23

.46

.41

.55

.53

.si

.57

.70

.32.66.49.31.64.29.45.32.351.00

.40.31.29

.35

.36

.43

.50

.46

.29.37.33

.35

.48

.50

.45

.46

.42

.35.95.43.66

.24.36

.31.39

.23.32

.16.43

.25.30

.32.49

.34.41

.30.48

.34

.44

.49

.38

.41

.35

.53

.39

.45

.58

.49

.30.51.11

.32

.3?

.48

.50

.35

.62

.35

.51

.65

.51

.48

.24

.27

.33

.44

.41

.48

.47

.59

.57

.56

.22

.59

.43

.50

.44

.62

.301.00

.34.37

.37.29

.46.36

.46.68

.48.34

.33.44.37.41.17.41.29.41.40

.53

.33

.39

.30

.41

,37

.54

.39

.41

.42

.61.36.47.42.36.50

.27.43

.50.34

.40.49

.42.30

.20.31.25.38.27.33.29.37

.23.40.30.43.36.39.42.39

.29

.35

.23

.25

.36

.13

.36.30

.41

.40

.43

.18

.21

.33

.33

.49

.23

.34

.38

.36.49

.47.29

.39.20.23.34

.35.33.45.38

66.76.77.79.80.88.96.109.114.116.118.131.133.

66.自 分の過去

76.自 分の信念

77.自 分の信仰(無 信仰)

79.母 との関係

80.兄 弟(姉 妹)の 仲の良 さ

88.リ ーダーシ ップ

96.や さしさ

109.勉 学心

114.立 ち直 りの早 さ

116.楽 天的

118.自 分の性格

131.時 間を守 る

133.負 けず嫌い

1.00.39.51.56.63.34.32.37.39.33.36

1.00.52

1.00

.37.37

.55.58

1.00 .60

1.00

.22

.40

.48

.36

1.00

.40

.40

.43

.46

.37

.22

.38

.49

.37

.55

.30

.33

.50

.43

.41

.30

.38

.54

.30

.37

.38

.47

.40

.42

.36

.40

.21

.32

.39

.31

.37

.23

.36

.42

.58

.35

.39

1.00.28.43.37.37.25.34

1.00.38.36.28.39.36

1.00.34.45.27.36

1.00 .35

1.00

.33

.31

1..00

.39

.49

.22

1.00
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表9.26項 目の相互相関の区分別頻度

相関係数の区分

一…-o .・-o.・-o.・ 一… 一… 轄f轄 鶴 鋸 龕

4.顔

9.身 長

11.後 ろ姿

17.す ぐ眠れ る

18.ど こでも眠れ る

20.徹 夜で仕事(勉 強)

21.酒 を飲む

22.食 欲(食 べ ること)

38.好 きなスポーツの知識

45.大 学 の成績

56.運 動神経

58.自 分 の才能

61.高 校時代 の自分

66.自 分 の過去

76.自 分 の信念

77.自 分 の信仰(無 信仰)

79.母 との関係

80.兄 弟(姉 妹)の 仲の良 さ

88.リ ーダーシ ップ

96.や さ しさ

109.勉 学心

114.立 ち直 りの早 さ

116.楽 天的

118.自 分 の姓格

131.時 間を守 る

133.負 けず嫌い

0

4

0

3

0

0

3

2

0

1

2

2

1

2

0

1

3

4

0

2

0

0

0

0

0

0

1

7

2

2

6

7

4

4

0

4

2

1

i

5

2

8

10

3

1

2

2

2

1

0

0

1

5

8

8

13

7

8

7

8

6

14

6

11

5

3

6

9

7

9

9

9

2

7

6

12

1

6

5

6

it

7

9

10

9

8

6

6

8

9

11

13

12

6

4

8

11

9

14

14

15

9

14

14

10

0

4

0

3

0

2

2

9

d

5

2

6

2

5

1

1

1

3

3

7

1

3

3

8

3

4

0

0

0

0

0

0

1

4

0

2

0

1

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

i

2

1

1

11

2

5

6

7

7

6

0

5

4

3

2

7

2

9

13

7

1

4

2

2

i

O

O

1

6

19

10

18

13

15

14

14

6

19

10

14

7

10

8

18

20

16

10

13

4

9

7

12

1

7

.413

.::

.463

.429

.613

.poi

.456

.608

.454

.658

.532

.433

.420

.669

.403

.592

.・:

.680

.449

.428

.559

.478

.445

.426

.403

.407

「自己 自信 イ メ ー ジ」 とあ ま り関係 を もた な

い ものは,負 の 相 関 を 示 した3項 目 と,r=

0.20未 満 の36項 目を あげ る こ とが で き る.特

に,r=0.10未 満 の ものは,少 な く と も本 研 究

の被 験 者 学 生 に と って は,関 係 を もた な い と

考 え る こ とが で き る.そ れ らは,「29.専 門

の知 識 」 「48.ス キ ー」 「68.嫌 な事 は厭 と言

え る」 「78.父 との関 係 」 「82.異 性 に もて る」

「87.先 生 に 恵 まれ て い る」 「90.人 を説 得

す る」 「93.協 調 性 」 「97.親 切 さ」 「104.論

理 性 」 「119.計 画 性」 の12項 目で あ った.こ

れ らは また,1回 目の 「自己 自信 イ メー ジ」

と も有 意 な 相 関 を 示 さな か った.

以 上 は,全 体(男 女別)を 主 とす る結 果 で

あ るが,表7-Aに 見 る よ うに,「 自 己 自信

イ メー ジ」 と事 象 との関 連 には,男 子 学 生 と

女 子 学 生 に違 い もまた 見 られ る.特 に違 い の

顕 著 な もの は,結 果 の3.2の タ イ プ で ④ に分

類 され る もの で あ る.

まず,女 子 学 生 に とって 関 連 が 強 く男 子 で

は 関 連 の弱 い事 象 は,「2.鼻 」 「7.胸(バ

ス ト)」 「11.後 ろ姿 」 「12.自 分の肌」 な どの

【身体 ・外 見 】 に属 す る もの,「23.脚 力(歩

くこ と)」 「24.健 康 」 「25.体 力 」 な どの 【健

康 ・体 力 】 に属 す る もの,「38.好 き な ス ポ

ー ツに 関 す る知 識」 「44.高 校 の成 績 」 「51.

得意 な ス ポ ー ツ」 「55.自 分 の特 技 」 「60.中

学校 時 代 の 自分」 「63.文 教 大 に 来 た こ と」

「67.失 敗 を 恐れ な い」 「83.人 に 与xる 印

象」 「92.人 付 き 合 い の 良 さ」 であ った.
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これ に 対 し,男 子学 生 に お い て 関 連 が 強 く

女子 で は 関 連 の 弱 い もの は,「28.自 分 の生

命 力 」 「43.中 学 校 の成 積 」 「100.家 族 に 対

す る愛 情 」 「115.適 応 力 の 高 さ」 で あ る.

これ ら の男 女 の違 い の あ る事 象 を 通 して 言

え る こ とは,女 子 で は 男 子 に比 べ 【身体 ・外

見 】 や 「人 に与 え る 印象 」 な どが 実 際 に も問

題 とな り,そ れ だ け 「自己 自信 イ メー ジ」 に

関 連 して くる こ と,ま た,男 子 では,む しろ

普 通 で あ る 【健 康 ・体 力 】 や 「ス ポ ー ツ の知

識 」 「特 技 」 や 「失 敗 を 恐 れ な い」 「人 付 き合

い の 良 さ」 な ど 日常 的 に 当然 要 求 され る事 象

が,女 子 で は 一般 的 で な い だ け に,「 自信 」

に 強 く関 連す るの で は な い か と推 測 され る.

この反 対 に,男 子 で は 関連 を 示 し女子 で は 関

連 の 弱 い 「自分 の生 命 力 」 「家 族 に 対 す る愛

情 」 「適 応 力 の 高 さ」 は,む しろ 女 子 に と っ

て は,普 通 の常 識 で あ るが た め に,関 連 を 示

さな い も の と推 測 で き る.

4.「 自 己 自信 イ メー ジ 」 に と って の 中 核 と

な る事 象 に つ い て

① 前3.1に お い て,「 自己 自信 イ メ ー ジ」 と

強 い関 連 を有 す る事 象 として,r=0.400以 上

の"か な り高 い相 関"を 示 す 事 象26を 考 えた

が,表8に 示 した26項 目間 相 互 の相 関 係 数 が,

そ の 組み 合 わ せ352の うち の316(97.2%)に

お い て1%水 準 で 有意 な相 関 の見 られ るこ と

は,こ の26項 目が相 互 に 関連 を持 ち合 い総 合

して 「自己 自信 イ メー ジ」 と関 連 して い る こ

とを 示 す もの で あ る.

② また,表9は,こ の26項 目の 中 で,さ らに

中 核 とな る事 象 を 明 らか に す るた め に,各 項

目が 他 の25項 目の間 で 示 す 相 関 の区 分 毎 の 頻

度 を求 め た もの であ る.そ れ は,一 般 に,他

と高 い 相 関 を多 く示 す も のほ ど,中 心 的 ・中

核 的 な もの と考 え られ るか ら であ る.結 果 を

総 合 して,少 な く と も次 の12の 事 象 は 「自己

自信 イ メー ジ」 との関 連 に お いて 中 核 的 な事

象 と考 え る こ とが で き る.

「79.母 との関 係 」

「9.身 長」

「77.自 分 の信 仰(無 信 仰)」

「80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の 良 さ」

「21.徹 夜 で 仕事(勉 強)」

「20.酒 を 飲 む 」

「66.自 分 の過 去 」

「45.大 学 の成 績 」

「17.す ぐ眠れ る」

「22。 食欲(食 べ る こ と)」

「18.ど こで も眠れ る」

「58.自 分 の 才 能」

③ さ らに,表7-Bは,「 自己 自信 イ メ ー ジ」

の1回 目か ら2回 目へ の変 化 が,そ の事 象 の

被 験 者 に とって の重 要 性 と関 連 す る こ とを 指

標 と考 え,相 関 を 計 算 した も の であ るが,1

%水 準 で有 意 な相 関 を 示 した 事 象 の 中 で表9

の26項 中 と一 致 す る も のは 次 の事 象(17)で

あ った.

「11.後 ろ姿 」

「77.自 分 の信 仰(無 信 仰)」

「9.身 長 」

「18.ど こで も眠れ る」

「79.母 との 関係 」

「56.運 動 ネ申経 」

「45.大 学 の成 績」

「80.兄 弟(姉 妹)の 仲 の 良 さ」

「58.自 分 の 才 能」

「20.徹 夜 で 仕 事」

「133.負 け ず 嫌 い 」

「116.楽 天 的 」

「88.リ ー ダ ー シ ップ」

「61.高 校 時 代 の 自分 」

「17.す ぐ眠 れ る」

「76.自 分 の信 念 」

「22.食 欲(食 べ る こ と)」

④ 結 論 と して 本研 究 にお い て は,② の 「自己

自信 イ メ ー ジ」 との相 関 お よび 事 象 間 の 関 連

と,③ の被 験 者 の変 化 に影 響 を 与 え る重 要 な

事 象 とい う2つ の 視 点 か ら考 え て,② と③ の

一 致 す る事 象 を ,「 自己 自信 イ メ ー ジ」 に と

って の中 核 的 事 象 と した い と考 え る.そ れ は,

再 掲 す れ ば,次 の10の 事 象 で あ る.

・母 との関 係

・身 長
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・自分 の信 仰(無 信 仰)

・兄 弟(姉 妹)の 仲 の 良 さ

・徹 夜 で仕 事(勉 強)

・大学 の成 績

・す ぐ眠 れ る

・食 欲(食 べ る こ と)

・どこ で も眠 れ る

・自分 の才 能

5.「 自 己 自信 イ メー ジ 」 を支 え る諸 事 象 問

の 関連

図8は,因 子 分 析 の バ リマ ックス 解 に よる

事 象26の ま とま り具 合 を基 礎 に しな が ら,事

象 間 の相 関 に よ って,相 互 の 関連 を 図示 した

もの で あ る.

この結 果 か ら 明 らか な こ とは,さ ま ざま な

事 象 が相 互 に複 雑 に 関連 し合 って い る こ とで

あ る.そ の 中 で も最 も多 くの 事 象 との 関連 を

示 す のは,「79.母 と の関 係」 で あ る.

例 え ば,「 母 との 関 係」 に 自信 が あ る者 は,

「自分 の過 去 」 に も,「 食 欲 」 に も,ま た

「兄 弟(姉 妹)の 仲 の 良 さ 」 「大 学 の成 績 」

「自分 の 信 仰(無 信 仰)」 に も 自信 が あ り,

さ らに 「負 けず 嫌 い」 や 「立 ち直 りの早 さ」

1一楽 天 的 」 で あ る こ と に も 自信 を 持 って お

り,「 徹 夜 で 仕 事(勉 強)」 に も 自信 が あ り,

そ して,ど の よ うに関 連 す る のか 解 釈 ・推 論

しに くい が,「 身 長 」 や 「後 ろ 姿 」 な ど に も

自信 を 持 つ可 能 性 の高 い こ とが 示 され てい る.

そ して,こ の 「母 と の関 係 」 と関 連 を 持 つ 事

象 は,さ らに他 の多 くの事 象 と複 雑 な 関 連 を

持 ち,そ れ らが 全 体 と して,「 自己 自信 イ メ

ー ジ」 の 自信 に つ なが
って い るの で あ る.図

図826の 事象の相互連関図(但.r=0.50以 上)
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8の 結 果 は,あ くま で も相 関 を も とに して い

るの で,必 ず し も因 果 関係 を示 す もの で は無

い が,少 な くと も,そ れ らの 相 乗 作用 と して,

全 体 と して の 自己 に対 す る 「自信 イ メ ー ジ」

を 形 成 して い る も の と考 え る こ とが で き る.

と ころ で,こ の 「母 との 関係 」 の 「自信 イ

メー ジ」 に 占め る重 要 性 に 比べ,本 図V'は な

い が,「 父 との関係」 が 「自己 自信 イ メー ジ」

とに ほ と ん ど関 連 を 持 た な い こ とは,述 べ ら

れ て 良 い で あ ろ う.表7-Aに 見 る よ うに

「父 との関係 」 は 「自己 自信 イ メー ジ」 との無

相関 を示 した.ま た,父 も母 と共 同 して同 じ家

族 ・家 庭 を構 成 す る重 要 な一 人 であ る に も拘

わ らず,「 母 と の関 係」 との相 関 は0.004と 無

相 関 で あ り,「 父 と の関 係 」 が 有 意 な 相 関 を

持 つ のは,134項 目の 中 で 「自分 の生 き方 」

「好 き な音 楽 ・映 画 ・演 劇 ・絵 な ど に関 す る

知 識 」 と 「文 教 大 に来 た こ と」 のわ ず か3項

目にす ぎな か った.学 生 の意 識 の中 に 占め る

「父 」 と 「母」 の 違 い を 示す もの と して 注 目

に 値す る こ とで あ る.

お わ り に

本研究において,ま ず第1に 明らかになっ

たことは,被 験者である文教大学(越 谷キャ

ンパス,人 間科学部学生中心)学 生の,全 体

としての自己に対する 「自信イメージ」は,

総体的には 「自信のなさ」として特徴づけら

れ るとい うことであった.第2に は,そ の

「自己自信イメージが,さ まざまな諸対象の

「自信イメージ」 と関連し,そ れ らの諸対象

に対す るイメージの総合 として 「自己自信イ

メージ」が形成 されることを一定程度示すこ

とができた.ま た,第3に は,学 生を対象に

考えた場合の(厳 密には本研究の被験者の場

合ではあるが)「 自己 自信イ メージ」と関連

の深い中核的な事象のいくつかを明らかにす

ることができ,な かでも 「母 との関係」がか

なり決定的であることを示すことができたこ

とである.

しかしながら,本 研究において意図した決

定因としての諸事象問の関連については,因

子分析の解釈も含めほとんど明らかに出来な

か ったこともまた事実であ る.今 後,項 目の

選定を含め被験者の数の問題 も合わせ,さ ら
a

に研究を進めていく所存である.

(追記)本 研究は,1990年 度卒業論文のテー

マとして,筆 者の指導により取 り組んだ,柄

沢里美さんのデータの一部をお借 りして,新

たな視点で分析しなおしたものである.柄 沢

里美さんには記して感謝する次第である.
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